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生物多様性とは？
1 公害とは？

　大阪市ではかつて、深刻な公害問題が発生し、さまざまな取り組みによっ
て克服してきました。また、近年ではヒートアイランド現象や化学物質など
による新たな環境問題が発生しています。

　事業活動や人の活動
にともなって発生する
広い範囲の大気汚染、
水質汚だく、土壌汚染、
騒音、振動、地盤沈下
および悪臭によって、
人の健康や生活環境に
被害が生じることをい
います。

公害

1 都市環境保全
かん　 きょう

エコカー
　電気自動車、天然ガ
ス自動車、ハイブリッ
ド自動車、ＬＰＧ貨物
自動車、燃料電池自動
車等をさします。
　エコカーが増加した
ことは、大気汚染が改
善してきた理由のひと
つとなっています。

こく　ふく

1 大阪市の現状は

　1970年代初めまで続く高度経済成長によって、工場や企業、自動車が増加
し、大気汚染の原因となる物質が多く排出されたため、気管支炎やぜんそくの
患者が増えるなど、大気汚染が深刻な問題となり、人々の健康や命にもかかわる
悪い影響がでました。
　その後、法律が定められて工場や企業が対策に取り組んだことや、自動車
の低公害化の技術が進歩したことによって、窒素酸化物（二酸化窒素など）
や硫黄酸化物（二酸化硫黄など）などによる大気汚染は改善しています。
　しかし、近年では、非常に小さな物質（微小粒子状物質（PM2.5））による
大気汚染など、新たな課題が発生しています。

大気汚染
お せん

き ぎょう

はいしゅつ

び   しょうりゅう  し   じょう

い おう い おう

ちっ そ ちっ そ

そうおん しんどう

はん い

どじょうお

お せん

じ ばんちん  か

あくしゅう

ひ がい

大阪市域におけるエコカーの
普及状況
ふきゅうじょうきょう

大阪の動き世界・日本の動き

環境における国際貢献施策の展開 
規制型公害行政から快適環境の創造へ転換 
1983年
　「大阪２１世紀計画」がスタート 
　　・国際交流、貢献が大阪市の方針として打ち出された
1986年
　上海市の大気汚染防止計画策定事業に協力

1989年
　ＪＩＣＡの研修事業に協力
1990年～
　大都市環境改善プログラムに参画
　　・日本における環境対策の経験をアジアの都市環境問題解決
　　 に役立てるため、ケーススタディとして大阪市、横浜市、
　　 北九州市を対象に環境対策経験調査が実施された
1991年
　「大阪市環境管理計画」を策定
　　・人と環境が共生することのできる都市を目指す
　　・ヒートアイランド対策等に取り組む
　「大阪市環境教育基本方針」を策定
1992年
　ＵＮＥＰ支援法人「財団法人 地球環境センター（ＧＥＣ）」が発足　　　
　国連環境計画（ＵＮＥＰ）国際環境技術センター（ＩＥＴＣ）設置
1995年
　「大阪市環境基本条例」を制定
　　・快適な都市環境の保全・創造
　「地球環境を守る身近な行動指針（ローカルアジェンダ２１
　おおさか）」を策定
1996年
　「大阪市環境基本計画」を策定
　　・持続可能な大都市モデルの実現
2002年
　「大阪市地球温暖化対策地域推進計画」を策定
　　・市民、事業者、行政協働で省エネルギーや、再生可能エ
　　 ネルギー導入等の温暖化対策を推進
2005年
　「大阪市ヒートアイランド対策推進計画」を策定
　容器包装プラスチック分別収集を全市で開始
2011年
　「おおさか環境ビジョン」を策定
　新たな「大阪市環境基本計画」を策定　
　「大阪市地球温暖化対策実行計画」を策定
2013年
　古紙、衣類分別収集を全市で開始
　ホーチミン市と「低炭素都市形成に向けた覚書」を交換
2014年
　使用済小型家電の拠点回収を開始
　「おおさかエネルギー地産地消推進プラン」の策定
2015年
　「おおさかヒートアイランド対策推進計画」を策定
2016年
　ホーチミン市と「低炭素都市形成の実現に向けた協力関係
　に関する覚書」を交換
2017年
　「大阪市地球温暖化対策実行計画」を改定

1973年
　オイルショック発生
　　・省エネルギーをはじめとする技術革新や合理化が進む
　イギリスのホワイトヘブン原子力発電所で放射能被ばく事故
1979年
　アメリカのスリーマイル・アイランド原子力発電所事故
1980年
　アメリカが西暦２０００年の地球を発表
　　・食糧、水供給の問題、森林減少等を問題提起
1982年
　日本の観測隊がオゾンホールを発見
1984年
　環境と開発に関する世界委員会（ブルントラント委員会）が発足
1986年
　旧ソビエト連邦のチェルノブイリ原子力発電所で事故
1987年
　Ｏｕｒ Ｃｏｍｍｏｎ Ｆｕｔｕｒｅ（環境と開発に関する世界委員会）
　　・「持続可能な開発」という用語定着のきっかけ

国境を超える地球環境問題が進行し、取組が本格化
1988年
　世界気象機関、国連環境計画によりＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネ
　ル）設置
1989年
　オランダのノートルヴェイクで「大気汚染及び気候変動等に関する閣僚会議」
　開催
　　・温室効果ガス濃度の安定化について世界が初めて合意
　　・温暖化防止の枠組みとなる条約を締結するように宣言
　世界銀行による大都市環境改善プログラム
　　・国連開発計画の協力のもとアジアの都市環境問題の解決策を模索
1992年
　ブラジルのリオ・デ・ジャネイロで環境と開発に関する国連会議（地球サ
　ミット）開催
　　・生物多様性条約と気候変動枠組条約の採択
　　・先進国と途上国において共通だが差異ある責任
　日本が「政府開発援助大綱」を閣議決定
　　・環境保全は先進国と途上国が共同で取り組むべき
1993年
　日本が「環境基本法」（国際協力の推進に関する規定）を制定　　　　　
　日本が「『アジェンダ２１ 』行動計画」を国連へ提出
1997年
　気候変動枠組条約第３回締約国会議⇒京都議定書の採択

2007年
　ＩＰＣＣ第４次評価報告書⇒人為起源の温暖化の進行がほぼ確実
2010年
　生物多様性条約第１０回締約国会議（名古屋市）
　メキシコのカンクンでCOP１6開催
　　・先進国は温室効果ガスの２０２０年までの削減目標など（カンクン合意）
　　を採択
2011年
　日本で東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所事故
2014年
　ＩＰＣＣ第５次評価報告書統合報告書（「影響・適応・ぜい弱性」
　「気候変動の緩和」など）公表
　　・気候変動は、自然及び人間システムに影響を与えている
2015年
　アメリカのニューヨークで国連持続可能な開発サミット開催
　SDGs（持続可能な開発目標）が採択
　フランスのパリでCOP21開催
　　・2020年以降すべての国が参加する地球温暖化対策の新たな法的
　　枠組み（パリ協定）を採択
2016年
　日本が「地球温暖化対策計画」を閣議決定
　パリ協定が発効
2017年
　「水銀に関する水俣条約」が発効
　スイスのジュネーブで「水銀に関する水俣条約第1回締約国会議」開催
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微小粒子状物質（PM2.5）
　浮遊粒子状物質(SPM)の
うち、粒子の大きさが
0.0025mm以下のもの。浮
遊粒子状物質(SPM)より小
さいため、肺の奥深くに届
いて沈着しやすく、肺など
の病気の原因になるとい
われています。工場や自動
車などから発生するもの
と、土ぼこりなど自然に発
生するものがあります。

ちんちゃく

おく

りゅう し

げきし

環境基準の達成状況は、大阪市ホームページを見てみましょう。
（https://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000471718.html）
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西淀川公害訴訟に証拠写真として提出され
たものです。6本の煙突は尼崎・関西電力の
発電所です。

大阪市の公害 - 西淀川区の被害 - を知ろう
　大阪市では、西部の臨海地域に電気・ガス事業、鉄鋼
業、化学工業などの工場が密集しており、それらが汚染源
となって、大気汚染を起こしてきました。
　その中でも写真が示すように西淀川区の空は汚れ、多
くの被害が発生しました。
　1969年12月、「公害に係る健康被害の救済に関する特
別措置法」が制定され、西淀川区が大気汚染による疾病
多発地区に指定されました。
西淀川区大気汚染緊急対策
　この事態を重く見た大阪市は、1970年6月から、西淀川区の大気汚染を改善し、概ね2
年間で二酸化硫黄の環境基準（当時：1時間値の年平均値 0.05ppm）を達成するための
発生源対策を柱とする「西淀川区大気汚染緊急対策」に着手し、大きな成果をあげまし
た。
西淀川公害裁判
　1978年4月、西淀川区の公害認定患者とその遺族117人が、国や企業を相手として損
害賠償を請求して訴訟を起こしました。
　1995年、被告企業と和解が成立し、その解決金総額39億9,000万円のうち15億円は西
淀川地域の再生に使用されることとなりました。

　大阪は江戸時代に多くの堀が作られて水上の交通が発達し、「水の都」と
して知られてきました。明治時代中期までは、飲料水を旧淀川源八渡し上流
でくむなど、当時の水質は非常にきれいなものでした。
　しかし、経済が発達し、人口が増加して工場や家庭などから排水がそのま
ま川に放流されたことにより、水質は少しずつ悪化していきました。1955年
ごろからは汚だくが急速に進み、水は黒くにごり、特に夏には悪臭を放って
市民を悩ませるほどでした。
　1970年、水質汚濁防止法の制定により排水の基準が定められ、また行政が
下水道を整備したことにより、水質は改善しています。

水質汚だく
お

　河川のよごれを表す指
標。水中の有機物を微生
物が分解するときに必要
な酸素量を示しており、
数値が大きいほど汚だく
も大きくなります。
　ほかに、海のよごれを
表す指標として、COD（化
学的酸素要求量）があり
ます。水中の有機物を化
学薬品によって分解する
ときに必要な酸素量を示
しており、BODと同様に
数値が大きいほど汚だく
が進んでいることを示し
ています。

BOD(生物化学的酸素
要求量）

きれいになった川に戻ってきた魚の生息状況調査

二酸化硫黄（SO2）
　主に石炭や石油の燃焼
時に発生するもの。人工的
には工場や自動車などか
ら、自然界では火山活動な
どによって発生します。窒
素酸化物とともに酸性雨の
原因になるといわれていま
す。

光化学オキシダント（Ox）
　光化学スモッグの主要
な成分で、オゾン、アルデヒ
ドなどを主な成分とする酸
化性物質の総称です。健康
影響については、目やのど
に対する刺激や頭痛を引
き起こすことが知られてい
ます。

浮遊粒子状物質（SPM）
　大気中にただよっている
粒子のうち、粒子の大きさ
が0.01mm以下のもので、
工場、自動車などから発生
するものと、土ぼこりなど自
然に発生するものがありま
す。

ふ  ゆうりゅう し じょう

　物質が燃焼することに
より、工場や自動車から発
生し、光化学スモッグや酸
性雨を引き起こすなど、大
気汚染の原因となります。
他に一酸化窒素(NO)があ
り、総称して「窒素酸化物
(NOｘ)」といいます。

ちっそ

お せん

二酸化窒素（NO2）
主な大気汚染物質
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環境基準の達成状況は、大阪市ホームページを見てみましょう。
（https://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000459104.html）

じょうきょう

い  おう

び しょうりゅうし じょう

水質が改善した道頓堀川と整備された遊歩道
ひ  こく

のう　ど

主な大気汚染物質濃度の経年変化
び せい

ぶつ

一般環境大気測定局（区役所や小・中学校の屋上など、市内１4カ所で測定）
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PM2.5
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SO 2
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（SO 2）（Ox）

（PM2.5）

大阪市の大気汚染の歴史

（出典：西淀川・公害と環境資料館
　　　　　　　　　　1963年2月22日撮影）

大阪市を流れるおもな川のよごれのうつりかわり
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大阪市地盤沈下防止条例
　1959年制定。大阪市は
全国に先駆けて条例を制
定しました。

土壌汚染
　特定汚染物質が土壌
に浸透して土壌や地下水
が汚染された状態。
　ダイオキシン、ヒ素、シ
アン化合物など２６種類
あります。

地下水位は、観測井の
管頭から地下水面まで
の距離です。
九条A観測井は1970
年で、港Ｃ観測井は
1985年で観測中止

地盤沈下
じ    ばん  ちん    か

観測井

地表

あと　ち

　工場の跡地の再開発等にともない土壌の調査が行われ、汚染が判明する事
例が増えています。
　（2018年度に大阪市に報告された土壌汚染判明事例：48件)

土壌汚染
ど　じょう　お　せん

騒音・振動
そう   おん        しん  どう

きゅう かく にお

あた

しゅう  き

はい しゅつ はい   すいち

しき

　悪臭は、人の嗅覚に直接作用し、その不快な臭いにより生活環境を損なう、
主に感覚的・心理的な被害を与える感覚公害です。
　大阪市では、悪臭防止法に基づく、嗅覚測定を利用した臭気指数により、「敷
地境界」・「煙突などの気体排出口」・「排出水(工場等排水からの臭い)」の３つ
の規制基準に基づき、規制指導を実施しています。

悪臭

てい  そう　おん

はん　い

じっ　 し

　騒音・振動は日常生活に直接影響を与えるため苦情が発生しやすく、その発
生源は、工場・事業場の機械、建設工事やカラオケ営業まで広い範囲におよん
でいます。
　大阪市では、騒音・振動の公害を未然に防止するために、パトロールや講
習会を行うとともに、苦情が発生した場合は立入検査を実施し、発生源に指
導を行っています。
　自動車騒音等については、低騒音ほ装や遮音壁の設置などの対策を進めて
います。

　地盤沈下は地下水を大量にくみ上げたことにより、地表が沈んでいく現象
です。地盤はいったん沈むとほとんど回復しないことから、未然に防止する
ことが必要です。また、地盤沈下によって、道路がでこぼこになったり、建物が
かたむいたり、堤防が低くなり高潮で住宅が浸水する被害がおこったりします。
　大阪市内では、活発な産業活動によって、1960年には年間20センチメー
トル以上の沈下を記録したところもあります。
　近年は地下水の大量な
くみ上げが規制されてい
るので、地盤沈下は沈静
化しています。

しゃ おん へき

道路の地盤沈下 
（1960年頃の阪急梅田駅）

（出典：写真で見る大阪市100年）

さき が

しず

てい　ぼう

ちん　せい

か

　「不快な臭いの原因
となり、生活環境を損
なうおそれのある物質
」で22物質が指定され
ています。
　アンモニア、硫化水
素や有機溶剤などがあ
ります。

物質濃度規制

　人の嗅覚を利用して
臭いの強さを総合的に
評価する規制方法

臭気指数規制

悪臭防止法の2つの
規制方法

産業活動が活発で、地下水の過剰な採取が
行われた臨海部の工業地帯で、地盤沈下量
が大きくなっています。

注１． 

2． 

じ　ばん ちん か

ど  じょう お せん

のう  ど

しゅうき

（比較）普通のほ装

表面にすきまをより多く作ることで、騒音を
減少させる方法。雨の日の排水や、地表面の
高温化抑制にも効果があります。

はいすい

よくせい

低騒音のほ装 遮音壁
しゃおんへき

きゅうかく

ようざい

大阪市内の累積沈下等量線推定図
（1935年～2007年度累計　単位：cm）

（2018年度）
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3 大阪市内のヒートアイランド対策

　ヒートアイランド現象を緩和させるため、さまざまな取り組みが行われて
います。

　設備・機器等の省エネルギー化やエコカーの普及促進、公共交通機関の利
用促進により、排熱の削減をすすめています。

わたしたちにできること～ヒートアイランド対策～

ヒートアイランド対策をしている建物

・緑のカーテン
　緑のカーテンは窓から部屋に入る日差しをさえぎり、室温の上昇をおさえる効果があります。緑のカーテン
に適した植物には、ツルレイシ（ゴーヤ）、アサガオ、フウセンカズラなどがあります。
・打ち水
　朝や夕方の比較的気温が低い時間に水をまくことで、地面の温度上昇をふせぐ効果があります。打ち水をす
るときには、お風呂の残り湯や雨水などを再利用しましょう。
・エアコンの設定温度
　夏場の冷房の設定温度を上げることによって、冷やす力を少なくし、熱の排出をおさえます。

大阪工業大学梅田キャンパスOIT梅田タワー
　1階および6階の屋上にはヒートアイランド現象
の抑制につながる緑地が整備されています。また、
最先端の省エネルギー技術や自然の太陽、風、地中
の熱を活用し、熱の排出をおさえています。

保水性ほ装

1階の緑地〈常翔の杜〉

大阪工業大学
梅田キャンパス
OIT梅田タワー

雨や打ち水
日差し

水をためる

　緑地の整備を行うことで、植物が太陽の光をさえぎり、葉から出た水分が
蒸発する（蒸散）ときにまわりの温度が下がる効果を活用しています。

屋上緑化（なんばパークス）

1 ヒートアイランド現象とは？

2 ヒートアイランド現象

こう　がい

けい　こう

　ヒートアイランド現象とは、都市部の気温が郊外に比べて高くなる現象です。
ヒートアイランド現象による都市の高温化を示す一つである熱帯夜日数（日
最低気温が25℃を下回らなかった日数）を見ると、増加傾向を示していまし
たが、2005年以降は、おおむね横ばいとなっています。

風の流れ

気温を上げる要因(顕熱)

建物から
の放熱

人工
排熱

自動車
排熱

路面から
の放熱

気温を下げる要因(潜熱)

植物から
の蒸発熱

河川から
の蒸発熱

日射

熱の滞留

けんねつ せんねつ

2 ヒートアイランド現象の原因

　緑地や水面が少なくなった地域では、水分の蒸発や蒸散が減少し、気化熱
による地表面の冷却が進まなくなります。アスファルトやコンクリートなどは
熱をためやすい性質があり、昼間に太陽熱をたくわえ、夜間に熱を放出しま
す。さらに、エアコンの室外機や自動車や工場から大量の熱が排出されま
す。
　また、ビルなどの人工構造物が増えると風が吹きぬけにくくなり、冷却作
用のさまたげになります。

れい きゃく

ふ

（1980～1984年）

（2006～2010年）

ひ　かくてき

かん　 わ

じょう しょう

 人工的に排出する熱を減らす取り組み

　屋上緑化や水分をためるほ装をすることで、建物や地面の温度の上昇をお
さえています。

建物や地表面の高温化をおさえる取り組み

気温を下げる取り組み

2017年度
おおさか環境にやさしい
建築賞　大阪市長賞受賞

近畿地方の年間30℃以上の
時間数分布図（5年平均）
（出典：「ヒートアイランド
対策マニュアル」2012年3月（
環境省））

蒸発するとき
周辺の熱を
うばう

超高断熱
ガラス

⽇数（⽇）

（年）

（出典：大阪管区気象台資料より作成）
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1 化学物質とリスク

3 化学物質対策

　洗剤や食品添加物などの化学物質は私
たちの生活を便利で快適なものとするう
えで欠かせないものとなっており、人工
的に合成されたものだけでなく、自然界
にも存在します。私たちは、現在、日常
生活や事業活動において、原材料や製品
など様々な形で多くの化学物質を利用し
ています。このため、化学物質は、製品
の製造、使用、廃棄に至る各過程で環境
中に排出され「環境リスク」を伴うこと
になります。
　「環境リスク」は、空気や河川・海な
どの環境中に排出された化学物質が人や
動植物に影響を及ぼす可能性のことで、
次のように表されます。

はいしゅつ

およ

はい　き

環境リスク＝有害性の程度×体の中に取り込む量（ばく露量）
ろこ

食塩でも 多量に取り込めば 体調をくずすこともある

　有害性が小さいものでも、体に取り込む量が多くなればリスクは大きくな
ります。逆に有害性が大きいものでも、体に取り込む量が少なければリスク
は小さくなります。
　例えば、生活するうえで必要な食塩でも、食べすぎる（取り込む量が多く
なる）と体調をくずすこともあります。

2 PRTR制度（化学物質排出移動量届出制度）
ピーアールティーアール

　PRTR制度とは、人の健康や生態系に有害なおそれのある化学物質が、ど
こからどれだけ排出されているかを知るとともに、化学物質の排出量や化学
物質による環境リスクを減らすためのしくみのひとつとして、対象化学物質
の排出・移動に関する情報を国が１年ごとに集計し、公表する制度です。

　洗剤や食品など、商品の注意書きに書かれている表示をじっくり見たこと
はありますか。色々な化学物質が、日常使っている様々なものに含まれてい
ることがわかります。上記のグラフは、ＰＲＴＲ制度の対象物質についての
大阪市域の事業場や大阪府域の家庭からの排出状況です。家庭からの排出量
は、1位が防虫剤に使われている成分、2位、3位が洗剤に使われている成分、
4位、5位が主に塗料に含まれている成分です。家庭からの排出量も事業所か
らの排出量も、上位5物質で、75％以上を占めています。
　また、事業場からの排出量は、事業者の自主的な取り組みにより削減され
てきていますが、家庭からの排出量はわずかに減少しているもののほぼ横ば
い状態です。
　環境中に排出される量を減らすために、家庭ではどのようなことができる
でしょうか。

さく  げん

化学物質　わたしたちにできること～毎日の暮らしを見直してみよう～

・必要な量だけ使いましょう
　洗剤は、容器に書かれた使用量を守りましょう。
　食器の油よごれをあらかじめふきとることで、使用量を少なくすることができます。
・使用上の注意書きをよく読み、注意を守りましょう
　例えば、塩素系の漂白剤と酸性の洗剤には、「混ぜるな危険」などの表示があります。
これは、混ぜると有害な塩素ガスが発生するなど、使用方法を間違えれば危険な場合が
あるからです。

ひょうはくざい

ピーアールティーアール

せん　ざい

その他

塩化メチレン

トルエン

0 200 300100 400トン

事業所（大阪市域）からの排出量（上位５物質他）
2017年度の合計1,254トン

0 400 800トン

直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩

その他

ジクロロベンゼン

ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル

洗剤・シャンプーなど
の容器の裏の表示に
載ってるよ！
の

衣類（化学繊維）柔軟剤
せん

てん  か  ぶつ

い

洗剤

ポリ袋
ぶくろ

と   りょう

防虫剤 燃料

ペンキ

医薬品

シャンプー
リンス ラップ

レジ袋

じゅうなんざい

塗料

殺虫剤
防カビ剤

接着剤

クリーニング
の溶剤

よう 調味料

化粧品
しょう 衣 食

住

食品添加物
（香料、保存料、着色料）

電化製品

PRTR制度
「PRTR」とは、
「Pollutant Release and 
Transfer Register]の略です
。
［参考：単語の意味］
・Pollutant
　汚染物質（化学物質）
・Release
　放つ（排出）
・Transfer
　移動（移動量）
・Register
　登録（届出）

主に他の化学物質の原料、
塗料および接着剤の溶剤

下水道事業などの
事業所から排出

金属等の洗浄剤

上位5物質で全体の
75％以上を占める

洗剤・シャンプー
の成分

お  せん

と りょう

食塩

上位5物質で全体の
75％以上を占める

3 PRTR制度の対象となる化学物質の排出状況

衣類の防虫剤、
トイレの防臭剤の成分
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